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文教福祉委員会会議録 

 

平成２４年１２月１０日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０９分閉議（実時間１２４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１１５号・平成２４年度八代市一般

会計補正予算・第８号（関係分） 

１．議案第１１６号・平成２４年度八代市国民

健康保険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第１１７号・平成２４年度八代市介護

保険特別会計補正予算・第２号 

１．議案第１３０号・八代市新型インフルエン

ザ等対策本部条例の制定について 

１．陳情第９号・安全・安心の医療・介護実現

のための夜勤改善・大幅増員を求める意見

書の提出方について 

１．陳情第１０号・最低保障年金制度の創設を

求める意見書の提出方について 

１．陳情第１１号・国民健康保険財政への国庫

負担割合をふやすことを求める意見書の提

出方について 

１．陳情第１２号・改正介護保険制度の充実を

求める意見書の提出方について 

１．平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎん

が保育園民営化反対について 

１．平成２３年請願第７号・八代市立保育所民

営化等計画に基づく宮地さくら保育園の民

営化計画中止について 

１．平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存

続について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

（八代市教育振興基本計画について） 

（龍峯幼稚園の廃園について） 

（第六中学校体育館の耐震化について） 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  松 永 純 一 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

議  長  古 嶋 津 義 君 

 

※欠席委員 飛 石 順 子 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       北 岡   博 君 

  教育部次長     釜   道 治 君 

  教育総務課長    和久田 敬 史 君 

  学校教育課長    塚 副   徹 君 

  教育施設課長    増 住 眞 也 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            堀   泰 彦 君 
  福祉事務所次長 
 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 
 
  はつらつ健康課副主幹兼 
            續   良 彦 君 
  健康増進係長 

  国保ねんきん課長  小 林 眞 二 君 

  長寿支援課長    國 岡 雄 幸 君 

 総務部 

  人財育成課長    中   勇 二 君 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（松永純一君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ
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り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから文教福祉委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１１５号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第８号（関係分） 

○委員長（松永純一君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１１５号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第８号中、当委員会関係分を議題

とし、説明を求めます。 

 まず、教育部から、歳出の第９款・教育費に

ついて説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）大変お世話になります。 

 議案第１１５号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第８号でございますが、第９款・

教育費で４８３４万９０００円の減額をお願い

いたしております。 

 その詳細な内容につきましては、釜教育部次

長が説明をいたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いをいたします。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）よろしくお願いいたします。座って説明さ

せていただきます。 

 それでは、早速でございますが、予算書に基

づいて説明をさせていただきます。 

 資料３ページをまずお願いいたします。歳出

の資料３ページで説明をいたします。よろしい

でしょうか。歳出の第９款・教育費に、今回４

８３４万９０００円を減額し、補正後の予算額

を４３億１３６５万８０００円にするお願いで

ございます。 

 ４８３４万９０００円の減額補正の内訳とし

ましては、事業費補正が１６５万３０００円の

増額、人件費補正が５０００万飛んで２０００

円の減額、差し引きの４８３４万９０００円の

減額となっております。 

 補正の項別内訳としましては、まず、項の２

・小学校費に１０１万５０００円と、項の３・

中学校費６３万８０００円が事業費補正で、そ

の他の項１・教育総務費、項５・幼稚園費等々

については、それぞれに増額補正、減額補正の

違いはございますが、全て人件費補正に伴うも

のでございます。 

 本年度は給料表の改定がなく、また期末勤勉

手当の支給月数の改定もなかったことから、例

年お願いしております人事院勧告に準じた補正

はございません。しかし、今回、教育費全体と

して人件費補正が約５０００万円の減額と大き

くなっておりますので、その主な要因を先に申

し上げます。 

 まず、職員３人の減など、人事給与の変動に

伴う減額が約３９５０万円、次に、育児休業取

得者５人、休職者４人に伴う給与減額等が約１

０５０万円でございます。なお、項別に見た場

合には増額の項もございますが、これは人事異

動に伴い職員構成が変動し、給料等に差が生じ

ることが主な理由でございます。 

 それでは、目ごとの補正内容について説明を

いたします。２０ページをお願いいたします。 

 項の１・教育総務費、目２・事務局費から説

明をいたします。目２・事務局費につきまして

は、教育総務課、教育施設課、学校教育課、教

育長、部長、次長、私どもの所属の費目でござ
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います。２０４万２０００円の減額補正でござ

います。一般職４９人分でございますが、育児

休業２名、教育長の不在期間が一月ございまし

たので、そういったものに伴います減額という

ことでございます。 

 目の３・教育サポートセンター費について

は、１２万９０００円の増額の補正でございま

す。一般職２人分、人事異動に伴う変動でござ

います。 

 次に、項の２・小学校費、目１・学校管理費

でございます。補正額が１０１万５０００円の

増額でございます。東陽地区学校統合関連経費

です。 

 まず、東陽地区学校統合準備委員会につい

て、別紙をお配りしております。その資料をま

ず説明をさせていただきます。タイトルが東陽

地区学校統合準備委員会最終報告内容でござい

ます。 

 まず、組織としましては、委員１５名で準備

委員会を設置しまして、方針ないし確認の作業

を続けてまいりました。また、専門的、また調

整を要する部分についてはＰＴＡ部会、教務・

事務部会の専門部会を立ち上げ、協議を続けて

きたところでございます。経過としましては、

第１回を４月２７日に立ち上げまして、大体一

月に１回程度協議をしてまいりました。７月に

中間報告会、１０月の３日に最終の報告会をい

たしまして、準備委員会としての方針が決定し

たものでございます。 

 校名につきましては、八代市立東陽小学校と

して、確認をいたしております。学校の校名変

更等につきましては、３月の議会で設置条例の

改正をお願いする予定でございます。 

 次に、校章につきましては、東陽町町内の小

中学生を対象にデザインを募集しまして、８０

点の応募の中から美術専門の萱嶋義邦先生──

元八代市教育委員長でございますが──にお願

いをし、作成をいたしておるところでございま

す。校歌につきましては、作詞を元河俣小学校

長の森山雅彰先生、作曲については前種山小学

校長の村﨑公生先生でございます。最終報告会

の席で御披露をいたしたところでございます。 

 通学体制、スクールバスにつきましては、河

俣地区についてはジャンボタクシー２台、これ

は坂より上、久木野方面と美生、鶴方面を予定

しております。内ノ木場地区についてはタクシ

ーを利用する予定でございます。 

 それと、式典行事としまして、閉校式の予定

を種山小学校で３月２３日の土曜日、河俣小学

校で３月２４日の日曜日、内ノ木場分校で３月

３１日が、それぞれ予定をされておるところで

ございます。 

 こういった状況の中で今回、予算書に戻りま

すけれども、平成２５年４月の東陽地区小学校

統合に向けた事前準備に係る経費及び現種山小

学校が統合校になり、校名を変更する必要があ

ることなどから、補正をお願いしております。 

 需用費につきましては消耗品費、役務費につ

きましては備品等の搬送手数料、各種看板の取

りかえに伴う手数料、委託料につきましては、

体育館壁面校章作成取りつけ板、備品購入費

は、校旗、学校印等の購入に要する経費でござ

います。 

 次に、項３・中学校費、目１・学校管理費で

ございます。６３万８０００円の増額でござい

ます。これは、氷川中学校組合負担金の補正の

お願いでございます。氷川中学校組合負担金に

つきましては、当初予算で見込んでおりました

龍峯校区からの氷川中学校通学生が８人から９

人になったこと、それと地方交付税の配分額が

当初見込みより少なかったことにより、負担金

のお願いをいたしておるところでございます。 

 以下、また人件費の補正に戻ります。項の５

・幼稚園費、目１・幼稚園費でございます。こ

れは代陽幼稚園、太田郷幼稚園等、６園の一般

職２３名分でございますが、補正額がマイナス
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７６万８０００円でございます。休職者１人、

育児休業２人の取得に伴う期末勤勉手当の減が

主な内容でございます。 

 次に、項６・学校給食費、目１・学校給食

費、八竜小学校、鏡小学校等の学校給食に要す

る人件費の補正でございます。補正額が２５５

万７０００円、一般職１０人分でございます。

主な理由は人事異動に伴うものでございます。 

 次に、２２ページ、項７・社会教育費でござ

います。この中には、市民協働部と所属を分担

しておる者がございますので、私どもの費目に

ついて説明をさせていただきます。目１・社会

教育総務費と目２・公民館費につきましては生

涯学習課の職員分でございます。社会教育総務

費でマイナスの４９７万７０００円、公民館費

でプラスの５１８万２０００円でございます。

それぞれ一般職９名、一般職２６人分というこ

とでございます。ここで、職員手当等でそれぞ

れ約４５０万、４６０万の変動があっておりま

すが、これは課内での予算の費目変更に伴うも

のでございまして、トータル的には大きな変動

があっていないものでございます。 

 次に、目４・図書館費につきましては、補正

額がマイナス３４５７万３０００円でございま

す。一般職１０名分ということでございます

が、ここにつきましては休職者が１人おります

ことと、平成２４年度より業務委託を拡大をい

たしました関係で職員４名を減じております。

その関係で、３４５７万３０００円の減額とい

うことでございます。 

 博物館費につきましては、２６万６０００円

の増、一般職８人でございまして、人事異動等

による要因でございます。 

 以上が、教育部が所管いたします補正のお願

いの内容説明でございます。以上です。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 今、２２ページの図書

館費のところで説明をされました職員の減と、

その減った分にはどういう穴埋めをされとるん

ですか。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。御案内の

とおり、開館日を大幅にふやしたところもござ

います。当然、それにはスタッフが必要でござ

いますので、委託という形で委託職員の配置を

いたしております。よって、今回、人件費では

３４００万の減ということでございますが、所

要の委託料がふえておるということでございま

して、トータル的な効果としましては約８００

万ぐらい、職員の減と委託への切りかえという

ことで約８００万ぐらいの実質的な削減になっ

ておるということでございます。（委員前垣信

三君「減っとるわけですね」と呼ぶ） 

 はい。（委員前垣信三君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、第９款・教

育費については終了します。 

 入れかえのために小会します。 

（午前１０時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１５分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

 次に、健康福祉部から歳出の第３款・民生費

及び第４款・衛生費について一括説明願いま
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す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）ただいま、委員長御

案内の議案第１１５号・平成２４年度一般会計

補正予算・第８号中、健康福祉部が所管いたし

ます第３款・民生費及び第４款・衛生費につき

まして、堀次長より説明させていただきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、堀健康福祉部

次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部、堀

でございます。座らせていただき、説明させて

いただきます。 

 議案第１１５号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第８号のうち、健康福祉部が所管

いたします第３款・民生費及び第４款・衛生費

につきまして御説明いたします。 

 ２ページをお願いいたします。２ページの歳

入歳出予算補正の歳出の部のほうでございます

けれども、ページの一番下になりますけれど

も、款の３・民生費では項の１・社会福祉費を

２２１３万９０００円減額し、項の２・児童福

祉費を４５５万３０００円減額し、項の３・生

活保護費に５８万４０００円を追加いたしてお

ります。 

 あわせまして、予算額を、上段となりますけ

れども２６１０万８０００円を減額し、補正後

の予算額を２００億３４６０万６０００円とい

たしております。 

 次の３ページとなりますけれども、款の４・

衛生費では項の１・保健衛生費を６７９８万５

０００円増額し、項の２と合わせまして、上段

となりますが、８０４３万６０００円の増額補

正となり、補正後の予算額を４３億４６２６万

円といたしております。（委員上村哲三君「ち

ょっと待って。今、減額って言った。間違っと

っぞ」と呼ぶ）減額、四千……（委員上村哲三

君「保健衛生費を減額って言ったけど、間違っ

てない」と呼ぶ）はい。８０４３万６０００円

の……。ここですね。（委員上村哲三君「違

う、違う。保健衛生費を６７９８万５０００円

減額しと言った。トータルは８０００万……」

と呼ぶ） 

 ６７９８万５０００円ですね。（委員上村哲

三君「増額だろう」と呼ぶ） 

 増額いたしております。大変失礼しました。

減額じゃございません。訂正させていただきま

す。済みません。 

 で、８０４３万６０００円の増額補正となり

ました。失礼しました。 

 なお、今回の人件費にかかります補正の概要

につきましては、先ほど教育部から説明があり

ましたので、詳しくは省略させていただきま

す。ポイントとしましては、本年度は給料表の

改定がなく、期末勤勉手当の支給月数の改定も

なかったため、例年お願いしておりました人事

院勧告に準じた補正はありません。今回の１２

月人件費補正の主な要因としましては、人事異

動、退職者及び休職者などの影響によるもので

ございます。 

 それでは、目ごとに補正内容を御説明いたし

ます。 

 １２ページをお願いいたします。中段のほう

になりますけれども、第３款・民生費、項の１

・社会福祉費、目の１・社会福祉総務費では、

補正額として１９３９万７０００円を減額いた

しております。 
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 節の欄ですが、節の２・給料から節の４・共

済費までは職員７名分の人事異動による増減額

でございます。節の２８・繰出金では２３０４

万６０００円の減額を計上しております。右の

説明欄をごらんいただきますと、後ほど説明が

あります議案第１１６号・平成２４年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第１号との関

連となりますが、国民健康保険特別会計への繰

出金に、人件費の増額による１３２万１０００

円を追加いたしております。また、介護保険特

別会計への繰出金を、人件費の減額に伴い２４

３６万７０００円減額いたしております。これ

は議案第１１７号・平成２４年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第２号との関連でござい

ます。詳細は、各特別会計におきまして説明い

たします。 

 次に、目の２・老人福祉対策費では、人件費

１８９万１０００円の減額となっております。

これは職員５名分の人事異動の影響によるもの

でございます。 

 目の４・障害福祉対策費では、人件費４０７

万円の減額を計上しております。これは職員２

２名分の人事異動と育休職員１名分の影響によ

るものでございます。 

 目の５・国民年金費では、人件費３２１万９

０００円の追加を計上いたしております。これ

は職員５名分の人事異動に伴う影響によるもの

でございます。 

 次に、１３ページをお願いいたします。第３

款・民生費、項の２・児童福祉費でございます

が、目の１・児童福祉総務費では、人件費２３

５万３０００円の減額を計上しております。こ

れは職員１８名分の人事異動に伴うものと、休

職１名、育休職員１名分の影響によるものでご

ざいます。 

 目の２・児童措置費では、１８５万８０００

円の減額を計上しております。これは職員１名

分の人事異動等による影響額でございます。 

 次に、目の３・保育所費では、人件費３４万

２０００円の減額を計上しております。これ

は、公立保育所職員７５名分の人事異動及び育

休職員１名分の影響によるものでございます。 

 第３款・民生費の、項の３・生活保護費でご

ざいますが、目の１・生活保護総務費では人件

費５８万４０００円の追加を計上しておりま

す。これは職員１９名分の人事異動に伴う９１

万６０００円の減と、並びに生活保護申請件数

などの増加に伴います時間外手当の増額１５０

万円によるものでございます。 

 次に、１４ページをお開きください。第４款

・衛生費、項の１・保健衛生費、目の１・保健

衛生総務費では、２３６万円の減額を計上して

おります。 

 節の欄ですが、節の２・給料から節の４・共

済費までは、職員３４名分の人事異動及び育児

休業２名分による影響でございます。 

 次に、目の２・予防費に７０３４万５０００

円を追加し、３億９４９０万６０００円といた

しております。節の１３・委託料に同額７０３

４万５０００円を計上いたしております。予防

接種事業は、感染のおそれがある疾病の発生及

び蔓延を防止するため事業を行うものでござい

ますが、特に子宮頸がん予防ワクチンにつきま

しては、平成２３年３月から国の緊急対策事業

として開始いたしましたが、ワクチンの製造・

供給が滞り、全国的にワクチンの入手が困難な

状況となったことから、新たな初回接種者への

接種の差し控えが行われました。しかし、２３

年度に入りましてからワクチンの供給状況が徐

々に改善され、その後、対策を徐々に広げたこ

ともあり、２３年度はほぼ予定していた接種者

数に近い実績となりました。また、２４年度は

当初見込んでおりました接種者数１７９６人か

ら、さらに１８４人の伸びを見込まれますた

め、年度いっぱいで１９８０人ほどの接種を見

込んでいるところでございます。 
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 次に、ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチ

ンにつきましても、子宮頸がん予防ワクチンと

同じく、平成２３年３月から国の緊急対策事業

として開始いたしましたが、全国でこれらのワ

クチンを含みますワクチンの同時接種後の乳幼

児の死亡事例が７例発生いたしました。そこで

本市では、平成２３年３月４日から接種を直ち

に見合わせを行いました。その後、これらの接

種と死亡事例との直接的な因果関係が認められ

なかったことから、２３年度４月以降は接種を

再開いたしましたが、イメージの低下もござい

まして、年度当初は１月当たりおのおの４０人

程度の接種と低調でございました。その後、徐

々に事業が浸透し、２３年度末では１月当たり

３００人を超える状況となりましたが、２４年

度当初予算作成時点におきましては、まだ実績

の伸びが２４年度現在の実績ほど見込めなかっ

たものでございます。 

 本市では、広報は市ホームページのほか、子

宮頸がん予防ワクチンにつきましては新しく対

象となる者が中学１年生であるため、学校を通

じまして、またヒブワクチンと小児用肺炎球菌

ワクチンにつきましては、保健師などが乳児全

戸訪問や乳幼児健診の際にチラシの配布を行っ

てまいりました。このほかにも、ワクチン製造

業界によるマスコミ等での積極的なＰＲ活動な

どもございまして、接種件数が増加してきたも

のでございます。 

 このように、市民の皆様の認識も高まってき

た結果、小児用肺炎球菌ワクチンにつきまして

は、当初見込んでおりました接種者数１７９６

人から、さらに３６３４人の伸びを見込みまし

て、年度いっぱいで５４３０人ほどの接種を今

回見込んでおるところでございます。 

 同じく、ヒブワクチンにつきましても、当初

見込んでおりました接種者数１９９０人から、

さらに２９９０人の伸びを見込みまして、年度

いっぱいで４９８０人ほどの接種を見込んでお

り、補正の計上をお願いするものでございま

す。 

 なお、財源としましては、特定財源欄の国県

支出金欄でございますが、３１６５万５０００

円の県支出金、補助率１０分の４.５を予定い

たしております。 

 以上が、健康福祉部が所管いたしておりま

す、補正予算の内容でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。１２ページから

１３ページ、１４ページにかけましての人件費

の減のことにつきまして、関連事項でお尋ねし

たいと思います。 

 人件費の減の主な理由として、人事異動と、

それから育休、休職というような御説明があっ

たかと思いますが、育休の減の人数を、ちょっ

と私が聞き取りの中で聞き間違えていなけれ

ば、トータル５名いらっしゃったんじゃないか

なというふうに思うところなんですけども、こ

の職員の減については、各課どのような形で、

その業務のフォローを対応なさっていらっしゃ

るのかお尋ねいたしたいと思います。（健康福

祉部次長兼福祉事務所次長堀泰彦君「各課でご

ざいますか」と呼ぶ） 

 まとめて結構です。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） まとめてよろしいわけですかね。はい。 

○委員長（松永純一君） はい、堀健康福祉部

次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。人数の確認をもう一度申し上げて

おきますと、障害福祉対策費で育休者１名、児

童福祉総務費で休職者１名、育休者１名、保育

所費のこども未来課の分で育休者１名、そして
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保健衛生総務費のはつらつ健康課分で育休者２

名という人数分になっております。基本的には

人事異動行われた後におきましては、人財育成

課のほうでの正職員の異動は行わないというの

が原則ございますものですから、事務量的に非

常に大きいものがない限りは、該当課内での職

員の中での業務の融通あるいは多少の時間外を

行うことによって、事務事業の補足を行ってい

るという状況、現実としてそういう状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） はい。 

○委員長（松永純一君） 西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。説明の趣旨は理

解できました。その各課ごとでどれくらいの業

務だとか、その業務を課員でどう配分するかと

いうのはそれぞれの課の判断になるのかと思う

んですけども、例えば、場合によっては臨時採

用職員を採用するとか、今、先ほどお話があり

ました時間外が発生するだとか、そういうとこ

ろについては現場の職員さんに過重な負担がか

からないように適正に対応されているというよ

うな理解でよろしいんでしょうか。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。 

○委員長（松永純一君） 堀健康福祉部次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい。今、御指摘のように育休に関して

は将来予測ができるわけでございますけども、

休職とかに関しては、非常に急に発生する場合

もございます、いろいろな状況によりまして。

その結果につきましては、当然課内協議を経ら

れた後で部長までの、課長のほうから御報告が

あります。それをあわせまして協議を行った上

で人財育成課のほうにいろいろな先ほど申して

いただきましたような内容について協議を進め

るという形で、課のほうから人財育成課のほう

に要望等を行うことによって、必要な条件がそ

ろった上においては、時間外のお願いあるいは

臨時職員のお願いというものを――済みませ

ん、今の話で、育休とか休職を申し上げました

けども、事務事業の急激な伸びのような場合も

含めまして対応して、今おっしゃられました職

員負荷が緩和できる部分につきましては緩和で

きる方向で対応している状況でございます。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） ありがとうございまし

た。ちなみに今、６人休んでいらっしゃるんで

すけれども、その職場に対する臨時職員は配置

してありますでしょうか。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、中人財育成課

長。 

○人財育成課長（中 勇二君） はい。人財育

成課の中でございます。 

 育児休業の場合は前もって予測ができますの

で、原課さんのほうと話をしまして、例えば、

福祉の場合でいきますと保育士、それから保健

師さん等専門職の方がいらっしゃいますけれど

も、非常勤あるいは臨時職員で補うべきものは

補うと。そしてまた事務職の方の場合でも、な

かなか臨時職員さんができる業務というのも限

られますので、原課さんのほうでどういう対応

が必要かということを相談いたしまして、職員

一人一人の担務をやりくるなど工夫をしていた

だいて、臨時職員を補ってカバーしてもらうと

いうことをやっておりますので、補わないのが

原則ということはございませんで、その職場の

職務の状況に応じて対応いたします。 

 以上です。 

○委員（西濵和博君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） ありがとうございまし

た。人財育成課の考え方、理解できました。 

 申し上げたいのは、人件費で、その職員が休
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まれると、当然伴って人件費等減になるという

ことでございますが、臨時職員をその分、リカ

バリーで雇用したときでも、人件費をトータル

すると別に、過重な、過分な負担が発生するわ

けではないと思いますので、その業務、業務に

必要なしかるべき配置というのを正職員で賄え

ない場合は、今、人財育成課長がおっしゃった

ようなことはやはり適正にしていただきたい

し、熊本市も育休あたりが予測されるときは、

それに伴う制度をちゃんと使って活用されてい

るというともありますので、今後も引き続き、

その点については安定した公共サービスのため

にも意識していただければなというふうにお願

いして終わりたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとよか。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） １４ページの子宮頸が

ん等ワクチンの予防接種のその啓発運動はどの

ようにされているのか。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生はつらつ

健康課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）はつらつ健康課の蒲生です。 

 広報活動につきましてですけれども、私ども

が配布しております予防接種カレンダー、市民

カレンダーのほうにも広報しておりますし、予

防接種カレンダーのほうにも掲載します。それ

と、市のホームページとか学校を通じまして、

個人に通知を差し上げておるところです。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） これは中学１年生から

ですかね、対象者は。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） 續係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はつらつ健康課の續でございます。 

 ただいまお尋ねになられました子宮頸がん予

防ワクチンにつきましては、現在は中学校１年

生から高校１年生までが対象となっておりま

す。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１５号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第８号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１１６号・平成２４年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第１号 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第１１６

号・平成２４年度八代市国民健康保険特別会計

補正予算・第１号について説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。引き続きまして議案第１１６号・平成
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２４年度八代市国民健康保険特別会計補正予算

・第１号につきまして、国保ねんきん課の小林

課長より説明させていただきますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい、委

員長。 

○委員長（松永純一君） はい、小林国保ねん

きん課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課の小林でございます。

それでは、失礼して、座らせていただいて説明

したいと思います。 

 それでは、お手元にございます議案第１１６

号・平成２４年度八代市国民健康保険特別会計

補正予算・第１号について説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。歳入歳出予算

の補正といたしまして、第１条のとおり、歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２２７万

８０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１８６億３６８２万６０００円

とするものでございます。 

 内容につきましては、歳出から説明させてい

ただきます。 

 ６ページをお願いいたします。第１款・総務

費、項１・総務管理費、目１・一般管理費１３

２万１０００円は、節２・給料から節４・共済

費まで合わせて対象職員２０名のうち５名の人

事異動に伴うものでございます。 

 第３款、項１、目１・後期高齢者支援金で、

節１９・負担金補助及び交付金１０７万２００

０円は、国保加入者１人当たり負担額の変更等

により、今年度支払額が決定したことから、補

正増額するものでございます。 

 次の第９款・諸支出金、項１・償還金及び還

付加算金、目１・償還金で、節２３・償還金利

子及び割引料９８８万５０００円は平成２３年

度精算金でございます。これは、国・県から概

算で交付されておりました補助金等が確定した

ことに伴いまして、超過交付分を国・県へ返還

するものでございます。その内訳といたしまし

て、国への償還金として高齢者医療制度円滑運

営事業費補助金が７６万５０００円、特定健診

等負担金の国分が４４９万円、出産育児一時金

補助金が１４万円で、合わせて５３９万５００

０円。県への償還金として、特定健診等負担金

の県分が国と同額の４４９万円でございます。 

 次に、戻って５ページをお願いいたします。

２、歳入でございます。第９款・繰入金、項

１、目１・一般会計繰入金１３２万１０００円

は、歳出第１款・総務費の補正財源とするもの

でございます。 

 款１０・繰越金１０９５万７０００円は、総

務費を除く歳出の補正財源とするものでござい

ます。 

 以上、議案第１１６号・平成２４年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第１号につい

ての説明を終わります。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。――あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、以上で、

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１６号・平成２４年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第１号について、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが
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とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第１１７号・平成２４年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第２号 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第１１７

号・平成２４年度八代市介護保険特別会計補正

予算・第２号について説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） 上田健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして、議案第１１７号・平成２

４年度八代市介護保険特別会計補正予算・第２

号につきまして、長寿支援課の國岡課長より説

明させていただきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、國岡長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい。長寿支

援課の國岡でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。済みません、着席して説明させ

ていただきます。 

○委員長（松永純一君） はい、どうぞ。 

○長寿支援課長（國岡雄幸君） それでは、お

手元にございます議案第１１７号・平成２４年

度八代市介護保険特別会計補正予算・第２号に

ついて御説明いたします。 

 まず、お手元の予算書の１ページのほうをお

開きいただきたいと思います。歳入歳出予算の

補正といたしまして、第１条に記載されており

ますとおり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ２４３６万７０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２８億７

５３１万１０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、歳出から御説明させて

いただきます。５ページをお開きいただきたい

と思います。 

 まず、中段から下段の歳出のほうで御説明い

たします。下段、３、歳出でございます。第１

款・総務費、項１・総務管理費、目１・一般管

理費で、２４３６万７０００円の減額補正とな

っております。詳細につきましては、節２・給

料から節４・共済費までを合わせまして、２４

３６万７０００円を減額するものでございま

す。これは、職員数３名減及び人事異動等の影

響によるものでございます。職員数３名減のう

ち、うち２名につきましては、一般会計の民生

費の老人福祉対策費へ２名分組み替えたもので

ございます。 

 続きまして、上段の２、歳入の御説明をいた

します。第７款・繰入金、項１・一般会計繰入

金、目１・一般会計繰入金で、２４３６万７０

００円の減額補正でございます。これは、３、

歳出で御説明いたしました職員給与費の人件費

２４３６万７０００円の減額補正に伴うもので

ございます。 

 以上をもちまして、議案第１１７号・平成２

４年度八代市介護保険特別会計補正予算・第２

号についての御説明を終わります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします……

（｢なんか」と呼ぶ者あり）あ、あった。 

○委員（上村哲三君） うん。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。今、歳出のほう

で、職員３名のうち２名を老人福祉のほうへ２

名組み替えたということだが、これは実働で２

名組み替えたんですか。どうなんです。そこの

ところをちょっと教えて。 

○委員長（松永純一君） 國岡長寿支援課長。 
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○長寿支援課長（國岡雄幸君） はい、実働で

２名の組み替えでございます。 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（上村哲三君） はいはい、よかです。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終了

します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１７号・平成２４年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第２号について、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１３０号・八代市新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定について 

○委員長（松永純一君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 議案第１３０号・八代市新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定についてを議題とし、説

明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 続きまして、議案第１３０号・八代市新型イ

ンフルエンザ等対策本部条例の制定につきまし

て、はつらつ健康課の蒲生課長より説明させて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生はつらつ

健康課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はつらつ

健康課の蒲生です。座らせていただき、説明を

させていただきます。 

 議案第１３０号・八代市新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定について御説明いたしま

す。 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法が本年

５月１１日に公布されました。施行日は、公布

の日から起算して１年を超えない範囲内におい

て政令で定める日とされています。この法律

は、病原性が高い新型インフルエンザや同様の

危険性のある新感染症が発生した際に、国民の

生命及び健康を保護し、国民生活や国民経済に

及ぼす影響が最小となるようにすることを目的

として、新型インフルエンザ等緊急事態におけ

る特別な措置について定めるものとされていま

す。 

 また、この法律では、市町村対策本部の設置

については市町村の条例で定めることとしてお

りますことから、今回、条例の制定を行うもの

でございます。 

 参考までに、別紙資料を御参照ください。条

例は３４ページでございます。資料につきまし

ては別添配付をいたしております。よろしいで

しょうか。 

 国が示しています新型インフルエンザ等対策

の実施に係る体制についてでございます。国と

して、整合性のある対策を効果的に実施するた

めに、国及び地方公共団体に対策本部を設置す

ることとしております。国及び都道府県は、新

型インフルエンザ等の発生時に対策本部を設置

することになります。市町村は、国の緊急事態

宣言以降に対策本部を設置することになりま

す。 

 下の図をごらんください。政府対策本部につ

いてですが、政府は内閣総理大臣を対策本部長

とし、基本的対処方針の策定と公表、また対策
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に関する総合調整等を行うとされています。 

 都道府県対策本部においては、都道府県内の

新型インフルエンザ等に関する総合調整等を行

い、また、国や指定公共機関に対する職員派遣

要請を行います。市町村対策本部は、市町村長

を対策本部長とし、市町村内の新型インフルエ

ンザ等対策に関する総合調整等を行うことにな

ります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） これを定めて、これを

実態として動かすというのは、今までとどう違

うんですか。違いを教えてください。違いがな

ければ、これをつくるだけの意味がない、ただ

組織だけするというようなことになってしまい

ますよね。実態として、今までも八代市では動

いてきているはずだから、今の担当課が実に動

くやつと、これをつくって、これがまた縦でず

っとつないでいかなきゃいけないような状態あ

るよね。縦と横でね。そのところの手順の差と

か、そのあたりでかえって何か遅延を起こすよ

うなことは考えられませんか。そういう障害は

ありませんか。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） 續副主幹兼係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい、はつらつ健康課、續でござい

ます。 

 ただいまのお尋ねの件でございますが、まず

これの法律自体が施行された経緯から、まず御

説明いたしたいと思います。 

 まず、皆さん御存じだと思いますが、平成２

１年度に新型インフルエンザの大流行というの

がございまして、その際に私どものほうでも規

定を設けまして、対策本部あたりをつくったと

ころでございます。ただ、こちらにつきまして

は、もともと対策本部をつくるという法的な根

拠というのがその当時存在しなかったと。市町

村によっては対策本部をつくっていないところ

もあるなど、各自治体によって取り組みがばら

つきが見られたと。で、さらに前回のインフル

エンザにつきまして、弱毒性、つまり流行力は

強かったんですが、毒性は弱かったと、そうい

ったこともあり、かなり社会に与える混乱とい

うものが大きかったということも踏まえまし

て、新たに特別措置法というのを設けまして、

今回の想定はあくまでも強毒性、つまり鳥イン

フルエンザであるとか、そういった強毒性のイ

ンフルエンザ等を想定いたして法的整備を進め

ると。これによりまして、もともと、いろいろ

社会に与える影響がございますので、法的な裏

づけがなくそういった強制力あたりを発効する

ということ自体が非常に全国的にも問題になっ

たという経緯がございますので、そのあたりを

踏まえまして、法律が設けられたというもので

ございます。 

 で、この市町村の対策本部につきましては、

実態といたしましては、今まで私どものほうで

行いました対策本部と大きな差はございません

が、こちらのほうがはっきり法律の中で市町村

対策本部を市町村は設けなければならないとい

うふうに条文で明記されました。それを条例で

明記しなきゃならないということがございまし

たので、今回、条例として提案させていただい

た次第でございます。 

 なお、内容につきましては、現在の対策本部

と特に災害対策本部あたりを踏まえて作成する

ようにということになっておりましたので、私

どものほうの旧来からありましたインフルエン

ザの対策本部と現在あります八代市の災害対策

本部あたりとの整合性をとりまして、今回、条

例案として定めさせていただいたものでござい
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ます。 

 以上でございます。 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） だったら、今までです

ね、もし罹患してから１週間は人と接触をしな

いとかね、病院あたり行ったらすぐ隔離をされ

るとかいう、実態として、私もこないだインフ

ルエンザかかって、やられたんだけど、そうい

う面に関しては、今までは法的な強制力はなか

ったというような理解でいいんですかね。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、續副主幹兼係

長。（委員上村哲三君「それとまた違うのか

な」と呼ぶ） 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。確かに前回の平成２１年度に

発生いたしましたときには、まず流行のほうが

先にあったということで、国といたしましても

対策指針あたりを定めましたけれども、これは

法律というレベルではなかったということでご

ざいます。ただ、今回、こういった反省点も踏

まえまして、法律としてきちんと、こういった

場合には、例えば渡航制限であるとか、そうい

ったようなものの法的根拠をはっきりさせると

いうことでございます。 

 実行するにあたりましては、前回、平成２１

年度に行いましたような対策あたりをですね、

今後、国のほうでも今現在、検討しているとこ

ろでございます。それを踏まえて、国、県、市

というふうにまた具体的な対策の中身につきま

して、今後また詰めていくということになりま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 委員長、よろしいですか。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 今回のこの法律というのは、あくまでも新型

のインフルエンザということですので、ですか

ら、こないだ２１年度、流行したというのはも

う既に季節性のインフルエンザに変わっており

ますので、新たに今度、例えば鳥インフルエン

ザとか、新しい型のインフルエンザを対象とし

ているということでございます。新型インフル

エンザだけではなく、ほかにも強力に感染する

おそれのある感染症、そういったものを対象と

しているということでございますので、よろし

くお願いします。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） これは、感染率がどれ

だけだったら対策本部を立ち上げなさいとか、

何かそういったレベルのものはないんですか。 

○委員長（松永純一君） はい、續副主幹兼係

長。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。その基準につきましては、今

現在、厚生労働省のほうで部会等で検討されて

いるところでございます。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３０号・八代市新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定について、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎陳情第９号・安全・安心の医療・介護実現の

ための夜勤改善・大幅増員を求める意見書の提

出方について 

○委員長（松永純一君） 次に、請願・陳情の

審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送にて届いておりま

す要望書については、写しをお手元に配付いた

しておりますので、御一読いただければと存じ

ます。 

 今回、当委員会に付託となっておりますの

は、新規の陳情４件に継続審査の請願２件と陳

情１件です。 

 まず、陳情第９号・安全・安心の医療・介護

実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見

書の提出方についてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） 本陳情について、質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） たしか、この文教福祉

委員会で昨年の９月、１２月、同じようなこの

継続審査で、もう件名はほとんど一緒なんです

ね。内容が多少違いますけど、陳情の内容とし

ては一緒みたいなのが、ことしの３月の議会で

審議未了という形になっております。 

 で、３月に審議未了して、また今回どうする

かという話になると思うんですが、書いてある

ことは決して悪いことは書いてないんですけど

も、私たちの市議会としてこれを審議するもの

かどうかという話になってくると、継続審査な

り、基本的には３月と一緒に審議未了という形

で扱わぬといかぬのではないかなと私は思いま

す。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 今のは、審議未了と

継続審査、両方言われましたけど、どっち。 

○委員（前垣信三君） 基本的には、継続審査

でも構わないと思いますが、３月には審議未了

でこの委員会で決めとるもんですから、今回も

審議未了という形でどうかなという提案をさせ

てもらいます。 

○委員長（松永純一君） はい。 

 ただいま、審議未了という御意見が出ており

ますが、ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、お諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第９号・安全・安心の医療・介護実現の

ための夜勤改善・大幅増員を求める意見書の提

出方については、閉会中、継続審査の申し出を

しないこと、並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち、審議未了とするに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎陳情第１０号・最低保障年金制度の創設を求

める意見書の提出方について 

○委員長（松永純一君） 次に、陳情第１０号

・最低保障年金制度の創設を求める意見書の提

出方についてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 
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○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） 本陳情について、質

疑、御意見等はありませんか。（委員前垣信三

君「ちょっと小会してもらっていいですか」と

呼ぶ） 

 小会します。 

（午前１１時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０６分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

 質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） これは、先ほどと一緒

なんですけれども、決して間違ったことはおっ

しゃってないかなと思うんですが、委員会とし

て、市議会として審議するものではないような

気がしますので。しかも、３月にも審議未了と

いう形で送っておりますので、これも同じく審

議未了という扱いでお願いをしたいと思いま

す。 

○委員長（松永純一君） はい。審議未了の御

意見が出ておりますが、ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、お諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第１０号・最低保障年金制度の創設を求

める意見書の提出方については、閉会中、継続

審査の申し出をしないこと、並びに結論を得る

に至らなかったこと、すなわち審議未了とする

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎陳情第１１号・国民健康保険財政への国庫負

担割合をふやすことを求める意見書の提出方に

ついて 

○委員長（松永純一君） 次に、陳情第１１号

・国民健康保険財政への国庫負担割合をふやす

ことを求める意見書の提出方についてを議題と

いたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読をいたさせます。 

○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） はい。本陳情につい

て、質疑、御意見等はありませんか。 

 何かありませんか。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。八代市の議会で

も、国民健康保険税を下げろとか、いろんな話

も出ておりますし、これに書いてあるとおり、

確かに国がある程度の負担をして、保険料を安

くすることには何も異議はないんですけれど

も、どうも私たちの時点で、委員会でどうこう

という話でもないような気がしますが、考え方

としては継続審査なりでもどうかと思うんです

が、いかがなもんでしょうか。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいま継続

審査の御意見が出ておりますが、ほかにありま

せんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 今、前垣委員言われま

したようにですね、これはもうほかの議員さん

たちもいろいろ一般質問等もなされている中で

ありますけれども、そういう中に、八代市とし

ても一般会計からの繰り入れ、結構あっとるよ

うですから、それについていろいろと、私たち

がこれ以上議論を重ねてもあんまり答えは出せ

ないだろうと思います。 

 そういうことで、私たちの力不足もあると思

いますけれども、それについても、これ、継続

で審議してもまだ──どういう答えが出るかは



 

－17－ 

ちょっとわかりません。今回はまた審議未了で

いったほうがいいんじゃないかなというふうに

は思います。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

 今、継続審査と審議未了の御意見が出ており

ます。 

 ただいま継続審査と審議未了の意見が出てお

りますが、何かほかにありますか。 

 はい。 

○委員（庄野末藏君） これだけはもう、３月

のほうに審議未了でするなら、今度は継続で一

応進めていって、次の回に審議未了ちゅうこと

で。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいま継続

審査と審議未了を求める意見が出ておりますの

で、これについてお諮りをいたします。 

 まず、継続審査についてお諮りをいたしま

す。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本陳情については、継続審査とするに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 可否同数でありま

す。 

 よって、八代市議会委員会条例第１７条第１

項の規定により、委員長が本陳情を裁決いたし

ます。 

 本陳情については、委員長は継続審査とする

ことに裁決いたします。 

 よって、本件は継続審査とすることに決しま

した。 

                              

◎陳情第１２号・改正介護保険制度の充実を求

める意見書の提出方について 

○委員長（松永純一君） 次に、陳情第１２号

・改正介護保険制度の充実を求める意見書の提

出方についてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） 本陳情について質

疑、御意見等はありませんか。 

 何かありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。確かにもう、何

度もそうなんですけど、おっしゃってるという

ことは本当によくわかるんですが、ことしの３

月に同じ、同じ案件で審議未了とした経過もあ

りますので、今回も審議未了でお願いをしたい

と思います。 

○委員長（松永純一君） はい。審議未了の御

意見が出ておりますが、ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、お諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第１２号・改正介護保険制度の充実を求

める意見書の提出方については、閉会中、継続

審査の申し出をしないこと、並びに結論を得る

に至らなかったこと、すなわち審議未了とする

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが

保育園民営化反対について 

◎平成２３年請願第７号・八代市立保育所民営

化等計画に基づく宮地さくら保育園の民営化計

画中止について 

◎平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存続

について 
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○委員長（松永純一君） それでは、次に、平

成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが保育

園民営化反対について、平成２３年請願第７号

・八代市立保育所民営化等計画に基づく宮地さ

くら保育園の民営化計画中止について、平成２

３年陳情第１１号・河俣保育園の存続について

でありますが、本３件については関連がありま

すので、一括議題とし、採決については個々に

行うことといたします。 

 この請願２件、陳情１件について、質疑、御

意見はありませんか。 

○委員（庄野末藏君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、庄野委員。 

○委員（庄野末藏君） この前の委員会でも、

ちょっと私、言ったことがあるとですけど、趣

旨はよくわかるとですけど、この場合、請願出

されてる人たちの思いちゅうか、一生懸命にな

ってされることは、よく……。そういう中で、

担当課が現場で説明する中で、保護者のちゅう

か、関係者の人たちの説明の中には、参加者が

少なかったちゅうことは、なんか、関心がある

のか、本当にないのか、ずっといっぱい出てく

るし、何回も何回も出てくるけど、どうも私た

ちではどうしようそうもないし、執行部とか担

当課でいろいろ今審議されとるし、検討もされ

ておるようでございますので、このままずっと

継続継続言っても、ちょっと、なんか問題があ

るとやなかろうかなという気持ちがしたので、

審議未了ちゅうか、３件ともそういうふうな形

でしたらどうだろうかというふうに思います。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） ３件とも、大体、まだ

本当の結論はまだ出とらぬやったですね。 

 で、今、執行部のほうでも、今そういった形

を模索して、いろんな民営化等にも、いろんな

手だてをして、今の、地域の皆さんに応えよう

としている最中でありますので、この分はまだ

継続で、私たちも考える必要があるとじゃない

かなというようには思いますけれども。 

 継続でお願いしたいと思います。 

○委員長（松永純一君） はい、今――。 

 はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 私も今福嶋委員が言わ

れましたように、平成２５年の４月に計画――

民営化にする計画を執行部は持ってますから。

これからどんどん地元に足を運んでいただい

て、そういう方向でですね、やっておられるよ

うでありますから、審議未了で私もいいと思い

ます。（｢審議未了」と呼ぶ者あり）審議未了

じゃない、継続です。ごめんなさい。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 今、継続審査と審議

未了の意見が出ておりますが、継続審査の意見

が多く出ておりますので、継続審査についてお

諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが

保育園民営化反対について、継続審査とするに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 続けて、宮地さくら保育園について、継続審

査についてのお諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２３年請願第７号・八代市立保育所民営

化等計画に基づく宮地さくら保育園の民営化計

画中止については、継続審査とするに賛成の方

の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 河俣保育園の存続についての継続審査をお諮

りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存続

については、継続審査とするに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（松永純一君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（八代市教育振興

基本計画について） 

○委員長（松永純一君） このうち、教育に関

する諸問題の調査に関連して、執行部から発言

の申し出があっておりますので、これを許しま

す。（｢小会」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

 それでは、八代市教育振興基本計画について

説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。お世話にな

ります。 

 所管事務調査でお願いをしております八代市

教育振興基本計画についてでございますが、本

年の１０月２６日に、第２回の八代市教育振興

基本計画策定委員会を開催いたしております。

その旨、中間報告ということで報告をさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育

総務課の和久田でございます。 

 それでは、教育振興基本計画について、中間

報告につきまして説明をさせていただきます。

座って説明をいたします。よろしくお願いいた

します。 

 本年３月の文教福祉委員会の所管事務調査の

中でも、この教育振興基本計画の策定スケジュ

ール、内容等につきまして説明をさせていただ

きました。それ以降、高専の校長先生や小学

校、中学校の代表、ＰＴＡの代表の皆さん方か

ら構成いたします策定委員会を２回、それか

ら、関係いたします各課の課長で構成いたしま

す検討部会を２回、それと、同じく関係いたし

ます関係各課の係長、課長補佐級の職員から構
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成いたします、検討部会プロジェクトチーム会

議を月２回の――７カ月ぐらいですので、１０

回以上経まして、それと同時に、ことしの７月

から９月にかけまして、市民、児童生徒、教職

員、保護者それぞれに関しまして、教育課題に

関するアンケート調査もいたしております。 

 そういったことを踏まえまして、今のとこ

ろ、教育振興基本計画に関します全体的な施策

の体系の図というのを、皆様方に、お手元にご

ざいますＡ３の用紙で素案をつくったところで

ございます。この施策の体系に入ります前に、

７月から９月に実施しました教育課題に関する

アンケート調査のほうから簡単に説明をさせて

いただきたいと思います。 

 資料のほう、アンケート調査の概要というこ

とでごらんいただければと思います。 

 まず、１ページでございますが、調査の対象

ということで、６番、児童生徒、これが、小学

校が５・６年生、中学校が１年生から３年生ま

で１０１４人。それから、教職員が２１１人。

学校につきましては、全ての学校を対象といた

しております。それから、保護者が４００人、

一般市民が１１００人ということで、合計１７

７６人の方にアンケートをとっているところで

ございます。 

 具体的なアンケートの結果は３ページ以降に

ございます。３ページから１６ページにかけま

しては、子供に関しますアンケート調査の概

要。それから、１７ページから２８ページにつ

きましては、教職――教員、保護者、一般市民

に関しますアンケートというような内容になっ

ております。 

 まず、３ページから、子供に関して、学校生

活の様子について内容を聞いております。 

 それから、４ページ、５ページにつきまして

は、ＩＣＴ、パソコンですとかテレビを使った

授業について、わかりやすいか、先生に対して

はうまくできているのかというような質問をと

ったところでございます。 

 それから、６ページ、７ページにつきまして

は、家庭や学校で先生や家族との会話がよくす

るのかとか、そういった、親から褒められたこ

とがあるかと、先生から褒められたりしている

かというような内容を聞いております。 

 それから、８ページ、９ページは、放課後及

び休日の過ごし方についてを聞いております。

放課後、休日も、部活動とか家で勉強、友達と

遊ぶというような形の内容になっております。 

 それから、１０ページ、１１ページは、八代

市内の社会教育施設の利用状況について、ある

いは先生が子供を連れていったことがあるかと

いうような質問をいたしているところでござい

ます。 

 １２ページ、１３ページは、ボランティア活

動への参加意向、地域で自慢するものがあるか

というような質問をしたところでございます。 

 それから、１４ページ、１５ページは八代市

のことでもっと知りたいこと。八代市の、市内

の文化財を見た経験があるかというような内

容。 

 それから、１６ページは、具体的にどんな文

化財を見たかというような内容でございます。 

 １７ページから、今度は先生、それから保護

者、一般市民の方に、最近の子供たちの様子に

ついてということで聞いておりますが、こちら

につきましては、学校の先生、保護者、市民

も、優しさや思いやりがあるということや、明

るく挨拶をするといったところが比重が高うご

ざいます。逆に、そう思わない、できていない

というところにつきましては、自分ひとりで選

択や判断をする力がないのではないかと。自分

の気持ちを相手にうまく伝えられないのではな

いかというような項目が少し高うございます。 

 策定委員会の中では、こういった子供たちの

表現力や判断力に少し課題があるのではないか

というような御意見も出たところでございま
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す。 

 次に、次の１８ページには、これからの子供

にどのように育ってほしいかというようなアン

ケートに関しましては、皆さん、人を思いやる

心や人権・命を大切にする子供、学ぶ意欲を持

ち、みずから考え、判断できる子供、あるいは

挨拶や礼儀など基本的な生活習慣を身につけた

子供といったような項目が、比率が高いところ

でございます。 

 それでは、そのようなものは学校、家庭、地

域、どこで身につけさせるべきなのかというこ

とで、１９ページにそれを聞いておりますが、

６番の読書の習慣が学校というのが一番多く

て、それ以外の善悪の判断、社会生活のルー

ル、命を大切にする心、思いやりの心、基本的

な生活習慣、挨拶、そういったものは家庭でと

いうような意見が一番高いところでございまし

た。 

 あと、家庭以外では、学校、家庭、地域の連

携というところも比率が高かったところでござ

います。 

 それから、あと、２２ページをごらんいただ

きたいと思います。教育における課題というこ

とで、それぞれ先生、保護者、市民に聞いてお

りますが、先生では家庭の教育力の問題という

のが一番高うございます。それから、道徳、規

範意識の問題、いじめや生徒指導上の問題とい

うような順でございます。 

 保護者になりますと、いじめや生徒指導上の

問題というのが一番高うございまして、その次

にコミュニケーション能力の問題と、３番目に

教員の指導力というような形になります。 

 市民におきましては、いじめや生徒指導上の

問題、２番目に教員の指導力というようなこと

で、家庭のほうは――先生のほうは家庭の教育

力が課題があるんじゃないかと。先生のほうは

――保護者のほうは、教員の指導力があるんじ

ゃないかと、それぞれでそれぞれの立場で考え

てらっしゃるような結果が出ております。 

 それから、２３ページ、八代市の学校教育に

望むことということで、先生、保護者は学力の

向上というのが１番でございます。あと、いじ

めや不登校への教育相談の充実というのが高い

ところでございます。市民につきましては、教

職員の指導力と資質の向上が１番で、２番目が

いじめや不登校への教育相談の充実ということ

で、いじめや不登校への教育相談の充実という

のが、それぞれ３者で非常に比率が高いところ

でございます。 

 続きまして、２４ページ以降につきまして

は、社会教育施設や文化財関係の設問でござい

ます。２４ページ、社会教育施設の利用状況、

２５ページは社会教育施設の満足度、それから

２６ページが充実のために力を入れるべきこ

と、２７ページが文化財に対する期待、それか

ら２８ページ、最後ですが、参加の経験とか活

動内容等について聞いてあるところでございま

す。 

 このようなアンケート調査ですとか、それぞ

れの部会、プロジェクトチーム、それから策定

委員会の中で協議を重ねて、Ａ３のほうの１つ

の施策の体系図の素案を今現在つくったところ

でございます。 

 基本理念でございますが、やつしろの絆でつ

むぐ心豊かな人づくりというふうにいたしてお

ります。この考え方でございますが、恵まれた

自然と太古以来の豊かな歴史・文化を持つここ

八代に集った人たちの強く頼もしいきずなの力

を結集して、八代の未来を担う心豊かな人づく

りをしていこうという思いから、このようなフ

レーズにいたしたところでございます。 

 人物像を心豊かな人といたしましたのは、ア

ンケート結果の思いやりのある人、命を大切に

する人に育ってほしいと、市民全体の希望を反

映したものでございます。 

 また、紡ぐという言葉には、綿などをよって
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１本の糸にするというような意味があります

が、幼稚園、小学校、中学校、さらには学校、

家庭、地域が糸を紡ぐように連携しながら心豊

かな人材を育んでいこうという思いから使った

ところでございます。 

 このような基本理念をもとにいたしまして、

５つの基本目標を掲げたところでございます。

基本目標の１、２が学校教育におきます目標、

３、４が社会教育の目標、５が文化財保存に関

するものということでございます。 

 まず、１、２の学校教育の基本目標でござい

ますが、子どもたち一人一人の生きる力を育み

ますということで、次代を担う子供たちにこれ

からの社会において必要となる生きる力を身に

つけさせるため、一人一人の子供としっかり向

き合い、きめ細かな教育を推進し、豊かな心、

確かな学力、健やかな体を育成しますという内

容でございます。２番目の、地域とともに学校

・園の教育力を高めますということで、全ての

学校・園において、子供たちの生きる力を育む

ため、安全・安心で質の高い教育環境の整備を

推進し、学校力・教師力・連携力を高め、保護

者・地域とともに、義務教育９年間を見通した

小中一貫・連携教育を推進していこうと考えて

いるところでございます。 

 社会教育の基本目標でございますが、３番、

学校・家庭・地域の協働により社会全体の教育

力を高めますということにいたしております。

家庭や地域における教育力の向上を図るととも

に、学校や家庭、地域がみずからの役割と責任

を果たし、つながりを深め、連携することによ

り、地域社会全体の教育力を高めていこうとい

うことでございます。 

 生涯を通じて楽しく学ぶことのできる充実し

た環境を提供しますと。いつでも、どこでも、

誰もが生涯を通して楽しく学ぶことのできる生

涯学習環境の充実を図り、市民一人一人が生涯

にわたり自主的な学習を行い、学習した成果を

地域社会の中で生かせる豊かな社会づくりを推

進しますというふうにいたしております。 

 それから、文化財に関しましては、郷土の歴

史と文化財に親しむことができる環境を整えま

すということで、郷土への理解と愛着を育む文

化財を保存・継承し、学校教育や社会教育に有

効活用されるよう環境を整え、市民が自分の住

む地域に誇りを持って暮らせる歴史の見えるま

ちづくりを進めますというふうにいたしており

ます。 

 こういった基本目標をもとに、それぞれ基本

的な施策の方向性として、１６項目掲げている

ところでございます。今後につきましては、こ

の１６項目につきまして、再度内容を協議いた

しまして、年内に計画全体の素案を策定する予

定でございます。その後、年が明けまして１月

中旬に策定委員会を開催し、御承認いただいた

後に、パブリックコメントにかけて市民からの

御意見を頂戴した後、教育委員会で最終的な内

容の報告をさせていただきまして、御承認いた

だいた後に、３月末、完成を目指しているとこ

ろでございます。また、最終的に策定いたしま

した後には、議会のこの場で報告をさせていた

だこうと考えているところでございます。 

 以上、教育振興基本計画につきまして中間報

告でございました。 

○委員長（松永純一君） 本件について、何か

質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。教育振興基本計

画につきましては、言うまでもございませんけ

ど、私のほうから議会でも提案させていただき

まして、ここまでお取り組みいただきまして、

個人的に感謝申し上げたいと思います。 

 で、議会の中で１つだけ、私、お願いしてた

ことがございまして、恐縮ではございますけれ

ども、当時八代市が教育委員会に属する事務の
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一部を、市長部局に移されたと。具体に申し上

げますならば、学校体育に関するスポーツの部

分を残し、文化財保護に関する部分を残し、そ

れ以外については、スポーツ分野、文化財――

文化分野、市長部局に移されたということがま

ずあって、その後、この計画策定に取り組まれ

たわけなものですから、私自身のリクエストと

しては、部局は変わったけれども、文化という

大きな枠組みを考えると、そこも網羅した中で

つくるのが市民のための計画じゃないかとい

う、御提案というかお願いをさせていただいた

ところでございます。教育基本法にも、これは

教育委員会がつくらなければいけないと書いて

ございませんし、熊本県も県知事名で計画つく

っているというようなところを見ますと、市に

おいてもぜひ、教育委員会の事務だけにかかわ

らず、トータル的にというような思いがあった

わけなんですけれども、この策定をされている

――あっ、策定といいますか、計画づくりをな

さる中で、その点についてはどういう状況で今

至っていらっしゃるか、念のため確認させてい

ただきたいと思います。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、和久田課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 今、委員さ

んからもお話ございましたけれども、その当

時、吉田教育長の答弁で、その部分については

除いたところで計画には盛り込みたいと。で、

御要望につきましては、当然必要な部分につき

ましては教育委員会といたしましても、市長部

局と十分、連携・協力を図っていきたいという

ような、考えておりますというような答弁を吉

田教育長はいたしているところでございます

が、西濵委員からそういう要望をされました後

に、この計画をつくるに当たりましてはです

ね、まず、課長級の検討部会、それからプロジ

ェクトチームの中にいきいきスポーツ課の課長

及び係長をそれぞれ部会、プロジェクトチーム

のメンバーに入っていただいた。それから、文

化まちづくり課の課長及び係長につきまして

も、同じく部会とプロジェクトチームにお入り

いただきまして、それぞれの分野での内容につ

きましてですね、十分連携が図れるようにいた

しましたし、それぞれ部会、プロジェクトチー

ムで御意見もいただいているというような感じ

でございます。 

 それと、あわせまして、今現在総合計画の後

期計画、それからいきいきスポーツ課につきま

しては、スポーツ振興計画の見直しの作業とか

も同時に行ってらっしゃるということでござい

ましたので、そのような中で、私どもが今現

在、この教育振興基本計画で協議をしている部

分につきましても、十分連携を図っていただく

ような形で、今やっていただいているところで

ございます。はい。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。計画自体の策定

主体は教育委員会になるけれども、中のプロセ

スにおいては、十分、部局は違えども連携を図

っていらっしゃるということで、内容について

は、そこの御意見あたりですね、十分反映する

方向でのお取り組みだということが今確認でき

ましたので、安心いたしました。ありがとうご

ざいました。 

 今後も引き続き、その点、よろしくお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（上村哲三君） １ついいですか。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） 基本目標ということで

すので、余り詳細にわたってのね、この１６項

目のことには入ってこないのかなと思うんだけ
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どね。個性を重要視する部分のですね、文言が

これにないんですよね。以前まで教育目標で上

がってきた、個性を重要視しておのおのの個性

を伸ばしてやるというようなこともですね、以

前はたしか文言に少し入ってたような気がした

んだけど。そういう部分と、それから、この教

育目標がね、画一された子供たちの形成に当た

ってしまわないことを僕は危惧するわけです。

というのは、今言った個性というのとね、同じ

ような意味で捉える部分があるんですよね。私

は、この国の教育目標なんかについてはね、画

一した――言い方、表現の仕方はちょっと悪い

かもしれないからね、そういうふうに解釈して

聞いてよ。例えば、海に行けば養殖いかだがあ

って養殖の魚がおる。な。天然の魚がその周り

に泳いでいる。ね。天然の魚は大きいのから小

さいのまで、元気のいいのから少し体力ないの

まで、そんな形。ね、えらい餌取りが上手な魚

もいるだろう。養殖の魚というのは、画一した

中に入れられてね、餌は与えられて、同じ大き

さになって、どのくらいの質になったら出荷さ

れるというような形でね。 

 だから、そういうことが行われてほしくない

と僕は思うわけですよ。あくまでも、こういう

ふうなね、これはもう、どう言っても枠だから

ね。ね。みんなの管理のもとでする基本目標だ

から。その中でもね、やっぱ子供の個性という

のを十分見きわめてですね、潰さないような教

育目標であってほしいと。それは学校教育だけ

ではできない、この中で、地域との連携とかそ

ういう形でなって、家庭教育もあるでしょう。

十分それを――もし、１つの枠の中からね、個

性的な子は――飛び出してしまう子は結構いる

と思うんですよ。そういう子の芽を潰してほし

くないというのが１つあるもんだからですね、

その個性個性を、おのおの、十分生かしていけ

る場所もね、ちゃんとこの中には、少しそうい

う枠がね、潰さないようなことは書いてあるん

だけど、本当にそれで対応できるかなという、

実態としてはあるものだからですね。そこのと

ころも十分踏まえた上での、やっぱり基本目標

というのにね、やはりしていただきたいなとい

うふうに思います。 

 で、実態動かすときにですね、必ず障害が出

るんですよ。特に、枠を飛び越えてですね、個

性豊かな子はね、枠から飛び出てしまうから、

その子をね、変な子だとかね、そういうふうに

実態として動くときに思われてほしくないし

ね、そういう場はちゃんと与えてあげるという

ことは大変重要じゃなかろうかな。そういう子

が意外と将来は大きくなってから、世界へ飛び

出したりね、ノーベル賞をもらったりするんだ

から。そういうところをですね、十分理解して

あげて。それはもう学力だけじゃなくて、芸術

分野においてもそうですよ。そういうところを

――ここに余り文言として出てこないからね、

そういうところも十分踏まえていただきたいな

というふうに思います。 

○委員長（松永純一君） 答えはいいですか。 

○委員（上村哲三君） はい。ちょっと何かあ

れば。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、和久田課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 一人一人の

個性に応じたといいますか、能力に応じたきめ

細かな指導というのは、やっぱり当然必要な部

分だと思いますので、今、上村委員さんがおっ

しゃったようなとこも十分踏まえまして、また

さらにプロジェクトチーム、部会などで協議を

深めていければというふうに思ったところでご

ざいます。 

 貴重な御意見、大変ありがとうございまし

た。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、八代市教

育振興基本計画についてを終了いたします。

（｢どうもありがとうございました」と呼ぶ者

あり） 

                              

・教育に関する諸問題の調査（龍峯幼稚園の廃

園について） 

○委員長（松永純一君） 次に、龍峯幼稚園の

廃園について説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。お世話にな

ります。龍峯幼稚園の廃園についてでございま

すが、龍峯校区の、地域の合意が得られました

ので、その経過並びに今後の計画につきまし

て、学校教育課より説明をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、塚副学校教育

課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）よろし

くお願いいたします。 

 龍峯幼稚園の廃園につきまして、お手元の資

料を使いまして御説明させていただきます。座

って説明させていただきます。 

 現在休園中の龍峯幼稚園につきまして、廃園

の手続を進めてまいりました。初めに、望まし

い幼稚園の規模について御説明いたします。 

 資料の１ページをごらんください。 

 平成２２年９月、教育委員会定例会にて、八

代市立幼稚園の望ましい規模について方針を決

定していただきました。資料にありますよう

に、集団としての遊びが成立するための望まし

い規模を考えたとき、１学級６名以上を基準と

すること。龍峯幼稚園については、２学級編成

のため１２名以上を基準とすることが決定され

ました。 

 資料の２ページをごらんください。このこと

を受けまして、平成２２年９月の教育委員会定

例会にて、平成２３年度八代市立幼稚園の園児

募集の基本方針についてが議決され、応募のあ

った園児総数が、龍峯幼稚園にあっては１２名

に満たない場合は休園とすると定められまし

た。そして、同年１２月の定例委員会にて、園

児募集による応募が９名であったことから、平

成２３年度の休園を議決いたしました。 

 平成２４年度の園児募集に際しましても、応

募が１名であったことから、１２月５日に休園

の継続を決定いたしました。 

 次に、今年度の経緯について御説明いたしま

す。 

 資料４ページをごらんください。 

 まず、図１、龍峯幼稚園の園児数の推移をご

らんください。龍峯幼稚園においては、平成２

０年度から総園児数が１２名を下回っており、

これを受けて、先ほど申しましたとおり、平成

２３年度、２４年度と休園としております。 

 次に、図２、龍峯校区の子どもの数をごらん

ください。校区には、１２名を上回る該当の子

供がいますが、図３、龍峯校区の児童数とその

内の龍峯幼稚園の卒園児数が示しますように、

１２名を上回る子供がいても、実際に龍峯幼稚

園に入園する子供は少ないことがわかります。

また、他校区からの入園者も平成２１年度が１

名、平成２２年度も１名と極めて少ないのが実

情です。これらのことから、龍峯幼稚園に対す

る地元のニーズは少なくなってきていると判断

しました。 

 資料の３ページをごらんください。 

 これらの状況を受けまして、教育委員会７月

定例会にて、今年度をもって龍峯幼稚園を廃園

とすることを決議いたしました。 
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 その後、８月に龍峯出張所長に廃園について

の説明を行い、次に校区長への説明、市政協力

員への説明を行いました。そして、１０月の龍

峯校区市政懇談会にて、教育部長より龍峯幼稚

園の廃園についての説明がなされました。龍峯

校区の方は、総合こども園としての存続が可能

であればという考えを持っておられましたが、

現在、待機児童がいないことや、龍峯校区の保

護者でも幼稚園より保育時間の長い保育園を選

択されている状況から、教育委員会の決定を受

け入れていただきました。 

 今後、次回、３月市議会におきまして、八代

市立幼稚園条例の一部改正案を提出させていた

だきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（松永純一君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、龍峯幼稚

園の廃園についてを終了します。（｢ありがと

うございました」と呼ぶ者あり） 

 やがて１２時になりますけども、会議を続行

したいと思いますがようございますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

                              

・教育に関する諸問題の調査（第六中学校体育

館の耐震化について） 

○委員長（松永純一君） 次に、第六中学校体

育館の耐震化について、説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） はい。 

○委員長（松永純一君） 北岡教育部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。第六中学校

体育館の耐震化についてでございますが、これ

につきましては、耐震化計画を作成いたしまし

て、それに基づきまして進めているところでは

ございますが、第六中学校の体育館につきまし

ては、この計画での方針を変更したというとこ

ろで、教育施設課長より説明いたしますのでよ

ろしくお願いいたします。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい、委員

長。 

○委員長（松永純一君） はい、増住教育施設

課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 教育施設課の

増住でございます。座りまして説明させていた

だきます。 

 まず、資料のほうですが、第六中学校体育館

の耐震化についてという資料ですが、ございま

すでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 ただいま部長が申しましたように、第六中学

校体育館の耐震化でございますが、これまで計

画では２７年度に補強工事を行うとしておりま

した。このたび、改築工事へと方針を変更いた

しましたので、変更するに至った理由及び経緯

について御報告をするものでございます。 

 お手元の資料の１ページ目に、改築へ変更す

る理由を挙げております。まず１点目に、建物

の老朽化。それから２点目に、同規模の他校と

比較してアリーナ面積が狭いこと。３点目に、

金剛校区内にスポーツの拠点となる施設がない

こと。４点目に、金剛校区内に災害時の避難場

所に適する施設がないことといたしておりま

す。 

 御案内のとおり、金剛公民館にはスポーツが

できるようなスペースがございません。スポー

ツの拠点あるいは災害時の一時避難場所として

考えられるのは、金剛小学校、それから第六中

学校、弥次分校の体育館だけでございますけれ

ども、いずれも古くて狭い施設でございます。 

 ３に第六中学校の状況を載せております。生

徒数が１６５名、学級数が８クラス、クラブ活

動はごらんのとおり盛んな学校でございます。

ほかに吹奏楽がございまして、それらと合わせ

ますと、クラブの加入率が７５％となっており

ます。 
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 ４に体育館の老朽化の状況でございますが、

建築年が昭和４１年、竣工後４６年が経過いた

しておりまして、残っている体育館では最も古

い建物となっております。次に、内壁と床の状

況でございますが、内壁の至るところに穴やへ

こみがございます。また、床についてはコート

ラインが磨耗しているというような状況でござ

います。 

 ５番目に、狭隘である状況を挙げておりま

す。コート数としては、バレーやバスケットボ

ールの場合は１面、バドミントンでも２面しか

とれませんので、授業や部活動においては苦

慮、学校は苦慮されているような状況でござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。各中学校の

生徒数、それから体育館の整備状況の一覧でご

ざいます。資料の真ん中辺に面積、それからア

リーナとございますが、そういう欄がございま

すけど、これは延べ床面積とアリーナの面積を

示しております。資料中、第四中学校、それか

ら第七中学校、それと泉中につきましては括弧

がついております。これは四中が改築予定、そ

れから第七中と泉中は現在改築中でございます

ので、括弧の中が改築後の面積ということでご

ざいます。これらの面積をそれぞれ比較をいた

しますと、ほとんどの学校が延べ床面積１００

０平方メートル以上、それからアリーナ面積の

ほうも８００平方メートル以上となっておりま

す。残っておりますのが、六中、それから日奈

久中、二見中、東陽中の４校となっておりま

す。 

 しかし、平成２４年度の生徒数をちょっと見

ていただきますと、六中が１６５人、日奈久中

は４９人、二見中が４４人、東陽中は７０人と

なっております。４校の中で生徒数が１００人

を超えているのが六中だけということでござい

ますので、生徒数に比較して六中の体育館は非

常に狭いということが御理解いただけるかとい

うふうに思います。 

 このようなことから、昨年の１２月に、校区

から市に対して、六中の体育館改築についての

陳情書をいただいております。また、ことし７

月に行われました金剛校区の市政懇談会におき

ましても、最初に御質問、御要望をいただいて

いるのが六中体育館の改築でございました。こ

のような中、現在、２５年度当初予算の策定時

期となっておりますけれども、学校施設の耐震

化につきましては、まだ耐震化工事の設計が済

んでいない建物が２７年度工事分を中心に１７

棟ございます。これらの設計は、２６年度でも

実施することは可能ではございますが、国の補

正により、前倒しなどにすぐ対応できるように

と、来年度、２５年度において全て設計業務を

完了したいというふうに考えております。六中

の体育館につきましても、その１７棟の中に入

っておりますので、従来の計画のままであれば

補強工事として設計が行われることとなりま

す。そこで、去る１１月２７日に市長以下の幹

部で構成します政策会議を開催し、補強から改

築へと方針の変更を決定していただいたところ

でございます。 

 資料の３ページに――ちょっと３ページをお

開きをお願いいたします。改築の計画案を載せ

ております。資料の左の下に方位がございます

ので、上のほうがほぼ北の方角という形になり

ます。赤い色で塗ってありますのが、現在の体

育館と柔道場でございます。ピンクの建物が新

たな体育館でございまして、体育館の２階に柔

道場を整備したいというふうに考えておりま

す。 

 新たな体育館をこの位置に建てることによっ

て、工事の期間中、約１年間ぐらいかかります

けども、既存の体育館を利用することができる

と。それから、現在プールにトイレがありませ

ん。ここに建てることによりまして、体育館の

トイレをプールと共用することができます。 
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 それから、青色に塗っております渡り廊下で

ございます。校舎から体育館、さらにプールへ

と効率よく整備することが可能となります。 

 ただ、この案のちょっと難点となりますが、

民家に近いというところがございます。しか

し、考えられる中では最良の案ではないかとい

うふうに思っているところでございます。 

 概算工事費を申し上げます。設計委託料、附

帯工事等を含めまして、約５億５０００万を見

込んでおります。その財源でございますが、国

庫補助が約８０００万、それから起債が４億４

０００万、一般財源が約３０００万でございま

す。 

 次のページに整備スケジュールを載せており

ます。先ほど述べましたように、２５年度に基

本及び実施設計を予定しております。２６年度

には、表の下のほうに書いてありますが、校舎

の補強工事を行います。それから、体育館の実

際の工事は２７年度を予定しております。２８

年度に解体、それからグラウンドやテニスコー

トの整備を行う予定でございます。 

 次のページをお願いいたします。これは耐震

化計画の個別計画でございます。今回の六中体

育館の改築を含めた最新の表となっておりま

す。変更した点を申し上げますと、２６年度の

――一番下になりますが、番号が４７番でござ

います。これは六中の校舎の補強を入れており

ます。もともと２７年度に予定をしておりまし

たけども、体育館の改築とあわせて同年度に校

舎の補強工事を行うというのは、学校側に多大

な御迷惑をおかけをいたします。そういうこと

から、２６年度に前倒しを行います。 

 それから２７年度の――真ん中辺になりま

す、５８番。これが今回の六中の体育館でござ

います。耐震診断結果はごらんのとおり補強と

なっておりますけども、行の一番右側に工事が

書いてありますが、ごらんのとおり実際の工事

は改築工事と変更しておるところでございま

す。今回の方針変更に伴いまして、（｢改築」

と呼ぶ者あり）あっ済みません、ごめんなさ

い。失礼いたしました。改築工事へと変更いた

しております。 

 今回の方針変更に伴いまして、２４年度から

２７年度までの４年間における学校耐震化の全

体予算、一応約７５億円となる見込みでござい

ます。 

 御報告は以上でございます。 

○委員長（松永純一君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとよかですか。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） この学校耐震は、これ

まで国の基準は０.３、Ｉｓ値。これは０.４

９。これはどういう意味。 

○教育施設課長（増住眞也君） 委員長、は

い。 

○委員長（松永純一君） はい、増住教育施設

課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 文科省のほう

で指導されている耐震化の対象となるものはＩ

ｓ値０.７未満でございます。はい。で、０.３

未満は優遇されて、危険だからすぐやりなさい

ということになっております。０.７につきま

しても、２７年度までには終了するとなってお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） わかりました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ――よかで

すか。（｢はい」と呼ぶ者あり）第六中学校体

育館の耐震化についてを終了します。 

 そのほか、委員会の所管事務について何かあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（松永純一君） なければ、所管事務

調査３件についての調査を終了します。（｢あ

りがとうございました」と呼ぶ者あり） 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 所管事務調査２件及び請願２件、陳情２件に

ついては、なお審査及び調査を要すると思いま

すので、引き続き閉会中の継続審査及び調査の

申し出をしたいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全て終了いた

しました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午後０時０９分 閉会） 
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